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背景
• 最初は、グルメについて考えていたけれども、
とても厳しいので、アフター5の行動について
目的選択のモデル化をしてみることにした。



基礎分析（１）

• 業務関係を除くアフター
５の行動目的は食事・買
い物の割合が高い

今回は勤務終了後の活
動目的を考える．

食事・買い物・直帰の3
パターンの目的を考えれ
ばよい
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基礎分析(2)

• グラフより水曜
日は食事トリッ
プが少ない

• 食事の効用関数
に曜日ダミーを
入れる
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どのような条件で外食を
とるのか？

• 前日に外食したら翌
日は外食しにくくな
るのでは

→食事ダミーを入れた

退社時間が遅くなるほ
ど直帰しやすくなるの
では

→時間項を用意

• ショッピング時間と
関係性？

→買い物項のトリップ
間の時刻の差を所要時
間として考慮



モデル

• 効用関数
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分析結果

パラメータ t値

定数項(買い物) -4.134 -4.396**

定数項(食事) -4.022 -4.338**

活動時間β1 6.395 5.885**

活動時間β2 -0.125 -2.471*

水曜ダミー -0.687 -1.074

食事ダミー 0.695 1.223

サンプル数 244

初期尤度 -268.06

最終尤度 -159.71

決定係数 0.4

修正済み決定係数 0.38


